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但馬扇山 φ陸産貝類
波部忠重・古川博二

k  

1953年 8 月18-20目、兵庫県生物学会の採集会が但| 、 et Habe， (1ρp. 13， pl. 1， figs. 
馬扇町繭 1310m.) で競艇向、筆者割主主と 1，4， pl. 2，均 36
L て陸産貝類を採集L 1 帽を得た。但馬は陸産貝類の I. 雄は平地に多いツムガタギセル L 虫記三叫融
分布上、中国要素の東端部にあたり重要な地医である Idera (V. Martens) に似ているが、形が大きいの治容
が、未だ調査がゆきとどレていなかった。今回の調査| 易に見分けられる。中部. J后畿に分布し、氷上でも記
はその分布の一端を明らがに L たものである。 I録されている。扇山産の 4個体は次の如くである O.

調査の機会をあたえられた森会長、山本先生に感謝| 殻高 32.7mm.，殻径 7.8mm.，甥層 8Yz + x階( 最小〉
の意を表する。
1. W:塑虫記2 国 onica (A. Adams) ヤマキサゴ
1861 H己記2 誼丘三a A. Adams， Ann. Mag. 

Nat. Hist.， (3) 8， p. 141 .  
Kobelt， F叫 na Jap. 

extramar. p. 118， pl. 10， fig. 12 
本語i' . t 本州・四国・北九州に広く分布L 、各地に地

方型が見られるが、扇山産の個体は比駿的大きく、淡
紅色を呈L 、殻は厚い。また蓋は半月形で石灰質化L
てレるが、内面は赤褐色で; t る。採集した 4個体は
殻高 8.5mm.，殻径 11.3mm.，螺j醤4Yz階
グ 8.6mm.，グ 1 l.6mm.，グ 4Yz階
"  8.8mm.，グ 12.3mm.，グ 4Yz階

咽グ 9.4 mm.， "  12.5mm.， I グ 5 階
(Pilsbry) ミジγヤマタニシ

p. 12. 
1倒 7皇謹盟oma 型ま正記単語己2 2 2 2 2 21 

Kur吋 a，Dobutsu・zukan，p. 1165， fig. 3316. 
徴小貝で、殻径僅か1 . 5 m m にすぎなし、、山獲の潜

水の落葉の聞で 1個体を得たが、本州から合湾、朝鮮
に分布する普通種である。普通種ヤマタニシやゴマガ
止が採集出来なかったのは意外であった。 h

3. 包培法 ncd凶 ferum Reinhardt スジケシガイ
1877己立記u m出血監丘u m R出 hMt!Sifz.G迫s.

占at. Fr. Berlin， p. 97 ( 産地: 三浦半島三崎〉
1877己!1出u m Reinhardt，知rb.

M al. Ges.， 4， p.324ヲ pl. 11， fig. 8  
本盛もまた徴小種で、殻高僅か 2mm.である。前種
と同じ場所で1個体採集L た。本州、匹l固に分布する 0

4.虫記己主血盟己記旦 (Bottqer) 人ゲギセル‘
]877 Bottg巴r，C1ausilietistudien， p. 

67 
1878 Bdttger， Jahrb. Malak. Ges.， 

5， p. 59， pl. 4) fig. 1  
1939 Hemiphaedusa' (Hemiphaedusa，) attrita Azuma 

グ 38.8mm.， グ 7.7mm.， グ '10 +必階〈最1'-)
11 35.2mm.， グ 8 0 m m .， グ 9  +ぉ階
グ 36.6mm.，か 8.3mm.，グ 9 + x階

5. Tyl!annophaedusa CQ悶 lliphaedusa〉 盟己rata
(Smith) 、 $ ' 1 ) オレギセル

bilabrata Sniith， Quart. Jo肌
Conch.， 1， p. 120 ( 産地神戸γ

1878 Clau己記 bilabrata 'ptycholaema B 白ttger.
Jahrb. Malak. 、Ges.，p. 1ω， pI. 4， fjg. 6  

1939 臨 miphaedusa (Tyrannohaぽlusa) bilabrata 
Azuma et Habe， Hakubutsu， 1(1)， p. 17， pl. 
1， figs. 5， 19.， pl. 2， fig. 38. 

1947 Tyrann叩 Iha吋 usa出まrata Kur口d内 Dobut剖・
Zukan， 払 1052，

本種の分布は: : t < 近畿・中国・四国・九千Nに及ぶ。
扇山では山頂のプナ林の中で発見せられて形が非常に
大きい。即ち、 3個体の測定を示すと、
殻高 25.6mm.，殻径 7.0mm勺螺層7 + x階
グ 28.6mm.，グ 6.6mm.，グ 7 + x瑠

6. (PiIsbry) $ '  11 すレ
トノサマギセル
19偲 Clausilia 虫記主主謹単ta Pilsbry， Proc. 
'. Acad. Nat. Sci. Phila.， 54， p. 
呑島 1  

19ヨ9Hemiphaedtlsa '  Q¥lTegalophaedusめとcalis
decapitata Azuma et Habe， Hakubutsu， 1  
(1)， p. 4， pl. 1， figs. 3， 12.; pl. 2， fig. 33 

京鐙は近畿北部に分布する淡黄色の美しい種であ
る。成体になると、前盛岡様殻頂部の螺層が脱落す
る。扇山のプナ林より得た 1個体は、殻高 21. 8mm.，
殻径 5.6mm.，螺層 6 +ぉ階
7. Stereophaedusa japonica (Crosse) ナミギセル
1871 Crosse， rour. d巴 Conchyl.，

19 p. '228， pl. 13， fig. 5  
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1876 Smith， Quart. jour. Conch・3
1， p. 122. ( ，子七 ーでり 主・

1877 Clausilia hilger.dorfi Martens， 8ifz. Ges. nat. 
Fr. Berlin， 17， p. 106. 

1939 i法2些a k虫-
ensis A z u m a匂 Habe，出mbutstu，1  (1)， p: 
.  ) 9， p1. 1， figs. 21， 26.， pl 2， fiι39 

Hirase et 
Kur da， Dobutsu-Zuk<jn， p. 1052， fig. 2976. 

本唾は本小H' 四国・九州、| に広く分布する種で多くの
地方型がある。鼠山産の個体は紫褐色を呈する。 4個
体の測定は 〆

鼓高 32.3mm，・殻径 7.2mm.，螺層 11Yz階
グ 33..5mm.，グ 7.8mm.，グ 11}f階

t ， F 3 3 . 7 m m・3 グ 7.0mm・ fI 11 階
一司グ 35.0mm.，グ
8. Incillaria主主忠霊2主li (Collinge) var.ヤマナ1メグジ
1901 Philomycus 主=虫記丘主!! -- (Collinge;) Jour. 

M a1ac. Soc. 8， p. 119， pl. 1， fig.(産地対馬〉

'i .  1. c.， p'， .119. 
:i:，1908:Phi1o mycus meIachfloras' 8imroth; Sifz. Ges. けー -

nat Fr. Berli:t;J， 24 p. 42. 
ー湾種は大形個体 1匹と勃個体数個とを扇山のずナ林
で得た。原種Iこ上t駿し七、背聞こ黒斑を欠いているJ点
で異なる。この型はイ| 白嘗大山でも得ているので、→地
方型とみとb られるかも知れない。
9. Deroceras sp. コウラナメクジの一種
日本産のコウラナメグジ類は未だ研究せられていな

い。' 涼曜は扇山登山道で唯 1個体採集した。淡実掲の
、 細長し、種であ; 0 。現在なお解剖未了であるから、現在

種名を決定し℃いない。
10. Discocomuus (Pilsbry et'Hirase) 

ヤグヒメベヅコウ

J 9 0 2堕出旦記虫記包盟主 P i1sbry 巴t四一se，
Nautill1s， 16， p. 6  ( 産地: 屋久島〉

1(10)" p. 332， 'J，J1. 10， figs. 71， 72 
1946 Discocon111us Jap. Jour. 
、 Malaι，(14)， p. 204. 

・小形の賀角色を呈するベツコウマイマイで螺塔t工高-
Jヌらず平である。山麓で 1個体採集した。本種は本州、1
・四国・ 7L'H骨こ広く分布する。
11. Petalochlamys sp. ヒラエξy ョウのー→種
里山麓で幼殻 1個体が採集せられた。本種t主ヒ芳ベツ
コ'7 P.' Jacobi. ( 神戸慶〉ぞこ最も近似する

が、螺管は太く高い点T 異なる。生殻を得て解剖する
と孟が必要であるが民
12. Satsuma stearnsii (Pilsbry) ヤマタカマイマイ
18回 G叩邸ella stearnsii Pi1sbry， Cat. Mar. Moll. 

Japan， p. 157， 1'1. 1， fig. 4  ( 産地: 比叡山〉
1903 G司nesella' notoensis P i1sbry et. Hirase， ， 

N al1ti1us， 16・，p.116.
1945 Ganesella stearnsii Habe， Jap. Jour. M a1ac." 

14， p. 10， fig. 1  
1949 Satsuma stearnsii.Kurcda et Habe; Katatsu-

muri， p. 58， figs 20， 21 
本種は北陸・近畿北部・中国に分布す・る。螺塔の高

い卵形" ( : 、地色目: 黄褐色で通常周縁に帝国い実褐色椅が
ある。扇山では山麓上り頂上に至るまで、死殻や= 幼生
殻が見られた。成殻は殻高 25.8mm.，殻径 23.2mm.，

2虫記i(V.， Martens) は本語より殻高ぱ依く、設径
の方が大きい。特に山! 岳地方には麟孔の開いたサシイ
y コベゾマイマイ S.m.omphaloides (Pi1sbry)・といろ
地方型が分布す・る。
1ヰ・土説記 P占旦旦2 主2 単立豆<l ( S h m a c h r  Et 

Bottger) オオケマイマグ
1879 Helix虫記虫記2)macKEnsiihkohlhFama
¥Moll-ほ tramar. Japan， p. 19， Je1. 2， figs. 1， 
2， non :A. Adams et Reeve 1850. 

1890 Helixσlectotro肉〉早ま2語 2単vaga
Schmacker et B りttger，Nachr. D: Ma¥ak. 
Ges.， 22， p. 136. 

Proc. Acad. Nat. Sci. P hi1a.，日， p; 32 .. 
1940 Aegista (Plectotropis) VIllgivaga Azuma et 

周回圃・- . - 量・

Habe， Hakubutsu，2  (1)， 17， p1. 1， figs. 8，9. 
国 ras勺

D 口butsl1-Zukan，p. 10β3， fig. 2919 
1949 Aegista (Plectotropis) vulgivaga K l1rod旦 et

Habe， Katatsmuuri， p. 72， figs..45，-46  
費支は布補色、螺築は低く、周縁に鋭い角をゐぐら

広い瞭がある。山麓で得た 1 死成濃の測定値は殻高
12 引 Omm.，殻径 23.6mm.，螺層眠% 階であった。本語
は中部の西部・近畿・四国徳島・中国岡山に分布す

る ? 、
14. Trishoplita mesogonia P iJsbry = r オトメマイマイ
1900担也、中虫旦主公正岩盤出 P iJsbry 

Nautilus， 14， p. 11. .  
1902 Tr迫旦主2 hilgendorfi ohikubushimana 
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1878 H出己記aena) 旦盟2丘 S凶 th，Proc. ・
:  Zoo1. Soc. London， p. 105. 

1940 Euhadra callizor!a  amaliae Azuma et Habe， 
Hakubutsu， 2， (1) p. 23， pl. 3，五gs. 20， 21. 

1949 Euhadra amalia巴 Kurod司 et .  Habe， Kata-
tsumuri， ，p. 80， figs 59， 60 

本種は中部・近畿中国岡山に分布する。扇山の山麓
でも少くなし、。その中の 1成殻は甚だ特異な色滑崎型
で 0 2 3 4 の色帯の外に多くの細い褐色帯が4階より
はじまる。殻高32.0mm. 殻径:20.0mm.，螺層 6階であ
るo

今回の戸高山の採集品によって、但馬地方の陸貝相の
特徴を見ると、全国に広く分布する種を除くと、 A. 
北陸及び近畿北部から中園地方に分布する種が陸貝相
の主体をなと，ている。そして、 B . 中園地方に広く分
布する種はこ' こまで分布が及んでいないようである。
A . の例 :
ハゲギユセl v . V リオレトノサマギセル・ヤマタカマ
イマィi . . オオケマイマイ・コオトメマイマイ・コガネ
司イマイ〈変穫を含む) ・グチベニマイマイ. "7}レガ
マイマイ. ( コウロマイマイを含む〉。
B . の例 :
サy イシマイママイ・イズモマイマイ・セトウチマ
ィh ィ・サy イY コベソマイマイ o
B の中に含まれる諸種の分布の東端を精査するiた

め、但馬の同好諸氏の一周精密な調査を期待する。

.Pilsbry， Proc. Acad. :Nat. Sci. Phila.， 53， 
p.564. 〆・ 一寸 1

本種の幼殻とJ思われる個体が山頂で 1個体採集せら
れた。北陸・近畿北部に分布する。
15. Euhadra sandai daisenica Kuroda 

グイセY ニシキマイマイ
1回 1盈己主a senckenbe叫 ana 虫記正a Kur口da，
Venns， 3  (1)， p.. 52， figs. .1仏 11，12 ( 産地: 伯者
大山〉この地方型は伊吹山地方に分布するコガネマイ

(Kobelt) に、京都地方に分布する地
方型ニシキマイマイ E: s. kuramana Kuroda et Ter‘ 
amachi を通じて連続的に推移する。これまでに知ら
れるダイセy ニシキマイマイの産地は大山、三穂山等
中国山隊である。扇山の個体は螺壊が多少高まり、螺

頂のプナ林で死殻を少数を得た。成殻は殻高 28.3m
m.，殻径 46.8mm.，螺j富6階でるった。
なお居組海岸にはこの型で黄色の毅皮を有する平抽

型が分布する。その 1個体は波高 27.9mm.，殻径42.
6mm.，螺層 6階であった。
中園地方に分布するイズモマイマイ基」生u m盟主
(Pi1sbry et Gulick) は本擾に近似するがどロ F ド様
の殻皮をかむり、 E督引が急で深い。
16. Euhadra amaliae (Kobelt)' グチベニマイマイ
1875型己記己記 (Kobelt，) Nachr. D. Maiak; 

Ges.， 7， p. 55. 
1876 H豊玉豆旦onen単s Kobelt， Jahrb. D. Malak. 

Ges・， 3， p. 31， p!. 1， fig 2  

植物群のそム』群
一
麿一戸、軍事.  ，'. r、 a

、 民トー.
‘ ，、‘、

畑層、岩屋層は塊状砂岩を主とし、白川l層には凝灰
岩，説岩が著しい。
( 3 ) 白川層には九帯以上の植物化石帯があれその
包含する植物化石小群の性質が互に少しずつ漸移す
る上、中、・下に 3分される。
( 4 ) 白川! 音植物化石群は時代的に小園、観剖尺両筏
物苦手よりもやや新らしく、上部は根ノ白石植物若手と
同時、またはそれよりも古く大部は塩釜γ闘木、棚
倉、延日等の植物苦手と合致L 、大約中上部中新世よ
り最下部鮮新世に亘るものの様である 0・
( 5 ) 白川摘物群は暖帯林の気候を示L 、その下部よ
'  り上部に行くにつれて次第に緩宇野から温帯への気民
変遷を示す様である。
〈地質学幸信昔、 539号より抄録、詳細は同誌を参照 L
て下さい。室井縛〉

夫時間鹿
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' 神戸層群とは明石海峡F付近に発達する第三耐震に対
L て著者の与えた名私である。この層群は岩屋層、丸
山層，多弁畑層、白川j吾、多井畑介化石層等に分れ、
岩屋) 習は淡路島北部に分布し) 浅海性の介化石に富む
砂岩の勝った地層であり、他は明石海峡の北岸に分布
する。その中、白川層は極めて豊富な植物化石層を多
数含み、その層位的研究は相当重要な意味を有するの
で、著者はこれについて研究し、次の如ぐ発表した。
( 1 ) 神戸層群は淡路北部よ岩屋間〉と神戸市附近。
主とL て墜那台地( 多弁畑! 吾、丸山層、白川j吾、多
井畑介化石j吾に分布し、岩屋層は海成、多芳畑層、
多弁畑介化石層は一部海成、 f也は陸成で槌物化石に
、富む二各J震は断層によって接する。
く2 ) この層群は先ず第三系と不謹合、・断層とによっ
て携し、播磨層群により不整合に被覆される。多弁

/  


